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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
Dissociated vertical deviation（DVD）は、種々の眼異常を伴った上下斜視の一型として知られるが、
その本態に関してはいまだ不明である。
DVDでは回旋運動の異常がみられる。DVDの回旋運動を捉えることは本態解明の糸口と考えられ
るが、回旋運動を他覚的に記録定量することは検査方法のうえで困難であるため、このことについて
記録した文献は見あたらない。そこでFundus Haploscopeによって、DVDの眼球運動を両眼同時に記
録し、さらに画像解析によって方向成分ごとの運動を計測した。その結果からDVDの眼球運動につ
いて検討し、DVDの病因について考察を加えた。
［方　法］
DVD8症例16眼の解析結果について検討を行った。Fundus Haploscopeの両眼に視標を呈示して被検
者に両眼視努力を促し、一眼の背景光を数秒間消灯する操作を左右交互に繰り返し、両眼の眼球運動
をVTRに記録した。
得られた映像をコンピュータ内蔵のimage mixerに取り込み、任意の2つの画面を選んで重ね合わせ
る操作により、水平、上下、回旋方向のそれぞれの移動量を求めた。
［結　果］
1．連続解析による結果（症例呈示）
症例1は内斜視を合併した14歳の女性である。右眼offによって回旋成分は約90　外方回旋方向へ偏位
していた。固視眼には5．30　の内方回旋偏位がみられ、これらの回旋運動はまわしむき運動であった。
左眼offによっても偏位眼は、上下成分とほぼ同じ速度で外方回旋方向に偏位し、固視眼も偏位眼と
同じ大きさで同じ方向へ動いていた。症例2は水平斜視を伴わないDVDである。右眼offによって偏位
眼はやはり外方へ回旋していたが、この症例では偏位眼の回旋は、上下と似た動き方をしていた。固
・視眼は偏位量は少ないが、内方回旋を示し、一連の動きは偏位眼と同調していた。症例3は、生直後
に頭蓋内出血の既往があり、この例では偏位眼が外方回旋に向かう一前に、一旦反対方向への急俊なま
わしむき運動が認められた。
2．一眼off時の眼球運動について（最大偏位量の検討）
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上下成分は、偏位服は最小2．30　最大10．70　の上転を示した。回旋成分は、偏位眼は8例16眼全例
（100％）がlO　以上の外方回旋を示し、固視眼は8例16眼中6例11眼（69‘の　が内方回旋を示した。他
の3例5眼はlO　以内の変動であった。
偏位眼と固視服の最大回旋偏位量を両者の比でみると、固視眼の回旋量が偏位眼のり2以上であっ
たもの（Aタイプ）と、1／2以下であったもの（Bタイプ）および両眼ともlO　前後の回旋量にとどまっ
たもの（Cタイプ）の3つのタイプがみられた。偏位眼の上下と回旋の最大偏位量の間には明らかな
相関はみられなかった。
3．両眼視標呈示における眼球運動について
両眼視努力時においては回旋眼振様の運動が認められた。水平、上下の動きは殆どなく、回旋成分
のみにおいて両眼が同期した反復性の運動がみられた。
［考　察］
1．上下運動　上転の速度は衝動性の運動速度よりもはるかに遅く、下転の速度は比較的急速である
傾向を認めた。上下成分において両眼の分離運動がみられる状態においても、瞬目などの際には共同
運動が保たれていた。
2．回旋運動　偏位眼には上転時に外方回旋が起こり、下転時には内方回旋が起こることが確認され
た。これらの運動方向は斜筋異常の有無にかかわらず同じ方向であった。また偏位眼に外方回旋偏位
が起こる間、固視眼においては内方回旋偏位がみられた。この回旋偏位は測定中に頭位変化が起きた
ためのみかけの変化ではないことを確認した。これらの回旋運動は、両眼が同調したまわしむき運動
（cyc］oversion）であることが本解析により明らかになった。
3．上下と回旋　回旋運動は上下運動と近似した形を示してはいたが、完全に付随してはいなかった。
偏位眼の上下と回旋の最大偏位量の比較では、両者の間には特に相関はみられなかった。また回旋運
動は上下運動がない固視眼にも起こっていた。これらからDVDの回旋運動は垂直運動に付随した運
動の現われではなく、独自の運動中枢による運動であると考えられた。
DVDの病因としてvertical vergence centerの異常説（Bielshowsky）があるが、回旋に関しては多く
の動きはversion movementであった。しかもこれらは正常ではみられない異常なversion movementで
あった。このことからDVDではvergenceのみではなく，、VeTSionの異常も存在すると考えられた。
4．両眼視機能との関係　DVDでは一般に両眼視機能は不良とされるが、立体視が可能な例も存在し
た。両眼視機能が不良なものは上下および回旋の偏位量が大きく、異常なcycloversionも顕著に現われ
る傾向がうかがわれた。
5．周旋眼振　解析結果からはほぼ純回極性眼振といってよいと思われる動きが検出できた。この回
旋眼振は両眼視努力時の他、固視交代やむき眼位の維持など意図によって増強しやすい傾向がみられ
た。これらの結果からこの回旋眼振は先天眼振に類似した性質を持つと思われた。
［結　論］
DVDで昼垂直運動の異常に加えて回旋運動の異常が存在すると考えられ・その多くは・異常な
version movementであった。DVDの回旋運動は、より上位レベルでの異常を反映した所見であり、
DVDが中枢性要因の大きい疾患であることを裏付けていると考えられた。回旋運動中枢が存在する
と仮定するなら、DVDとそのあたりの異常は密鼓にかかわりあっているのでは・ないかと推測された。
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学位論文審査の結果の要旨
Dissociated veTtical deviation（DVD）は、両眼を交互に遮関すると、遮閉された方の眼が上転する
という性質を持つ上斜視として知られている。通常の上斜視であれば、遮閉することによって固視眼
が交代するだけで左右の上下関係は変化しないが、DVDでは常に遮閉された眼が上転する。このよ
うに眼球偏位の方向が神経学的法則に矛盾するため、斜視領域の中でも特異なタイプの上下斜視とし
て扱われている。また潜伏脹板などの随伴現象も高頻度にみられるのが特徴であり、一連の症候群と
して取り扱われることもある。このようにDVDは、多彩な側面を持つために本態に関して様々な仮
設がたてられているが、未だにその所在は明らかにされていない。
DVDの眼球運動は、水平、垂直、回旋方向の運動が混合されているために、これまでの眼球偏位
の程度をはっきりと定量することができず、運動の性質をつかむことが国難であった。特に回旋方向
の他覚的測定は、これまで確立された方法がないのが現状であった。しかし　Fundus Haploscopeによ
って、回旋運動の他覚的検査が可能となったので、これを用いてDVDの眼球運動を方向ごとに分離
して解析を行った。これによりDVDの眼球運動の性質を明らかにし、DVDの本態を現象面からアプ
ローチすることを試みたのが本研究の主旨である。
その結果DVDにおいては偏位眼の眼球上転時に8例16眼（100％）に外方回旋偏位が認められ、同時
に、固視眼には6例11眼（69％）に内方回旋偏位が認められた。これらの運動方向は斜筋異常の有無に
かかわらず同じ方向であった。偏位量の大きさは固視眼の回旋量が偏位眼とほぼ同等であったものと、
1／2以下であったもの、および両眼とも殆ど回旋を認めないものの3つのタイプに分類された。さらに
この回旋運動の軌跡から、偏位眼の外方回旋運動と固視眼の内方回旋運動は両眼が同調した一連のま
わしむき運動（cycloversion）であることが明らかになった。これらは正常者ではみられない異常な
veTSionalmovement　であった。このことはDVDの上下運動がvergenceの異常とされていることと対坪
される結果であ？た。
また特徴のひとつとされていた回旋眼振についても、その波形から、ほぼ純回旋性の眼振であるこ
とが判明した。この回旋胆振は先天眼振に類似した性質を有しており、DVDに合併するとして広く
知られている潜伏眼振とは性質の異なるものであると考えられた。
このようにDVDの回旋運動が他覚的定量的に把握されたのはこれまでにないことである。この解
析によってDVDにおいては、垂直運動系以外に回旋運動中枢の異常が存在することが示唆された。
このこと．はDVDの本態に関するこれまでの知見に新、しい方向性を加える結果であると考えられる。
以上によってこの研究は博士（医学）の単位授与に値するものである。
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